
☑

☐

☐

☑

☐

☑

☐

☑

☑

☑

☐

☐

☑

☐

☐

☐

☑

☑

経済

環境

事業者名 株式会社　峯樹木園

株式会社 峯樹木園は,造園緑化事業活動が地球環境に及ぼす影響を認識し、環境経営システムを構築し
て、地球温暖化問題に取り組み、循環型社会の進展に寄与して地球環境との共存を目指し環境経営の継
続的改善を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

造園緑化事業で発生した植物廃棄物を
発酵堆肥に活用する

環境に配慮した商品の購入

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

アグリビジネス事業において、大学や行政機関を連携し共同開発を実施し、桑の機能性に着目した付加
価値の高い商品開発を行っている。また、地域未来牽引企業として地域経済の発展に貢献するため、
GAP認証認証やエコアクション21認証機関と連携し、持続可能な資源循環型の経営に取り組んでいる。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

造園緑化事業で発生する植物廃棄物を炭や土壌改良剤、
発酵堆肥に活用する

再生利用量
2021年実績2ｔ
2024年目標3ｔ

若者の県内新卒学生の雇用

社会

経済

環境

社会

経済 2名
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2024年度CO2排出量を
2021年より5％削減
（受注高に対し）

前期の指標に対する実績

事業活動に伴う二酸化炭素排出量の削減

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

受注量増加に伴い、ガソリンや機械の軽油等の使用量等
が増加したため目標未達成となった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
新卒学生の採用を行い、目標を達成することができた。 2025年　新卒採用1名

a 造園緑化事業において樹木の伐採や剪定が増加したため
活用が増え、目標を達成することができた。

項目 グリーン購入率の増加

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

年齢を問わない採用の実施 現状（2025年） 更新時（3年後）

2024年　3ｔ

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

1名

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

県内新卒学生の採用実施
2022年未実施
2025年1名以上

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年度CO2排出量
2022年より1.05％増
（受注高に対し）

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 植物廃棄物の活用

現状（2024年） 更新時（3年後）

3ｔ

89.9% 93.0%

項目 採用の人数

3.3ｔ


